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 安全に関するご注意 

・ このたびは、本製品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。本製品を

ご使用になる前に、この「安全に関するご注意」のページをよくお読みのうえ、正しく

安全にご使用ください。また、本書は、本製品のご使用中にいつでもご覧になれる

よう大切に保管してください。 
・ ここに示した注意事項は、お使いになる人や他の人への身体および財産への損害

を未然に防止するための内容を記載していますので、必ずお読みください。 
 
・ 警告レベルの表示区分と意味は次のようになっています。 

この表示は正しく使用しない場合、人が死亡する、または重症を負う恐

れがあることを示しています。 

この表示は、正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の傷害を負う

ことがあり得ることと、装置自身またはその他の使用者などの財産に損

害が生じる危険性があることを示しています。 

 
・ また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時

に次の記号を使用しています。 

 

 

で示した記号は、警告・注意を促す内容であることを告げるもので

す。記号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 

 

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げ

るものです。記号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されてい

ます。 

 

で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるもので

す。記号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 
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使用中の取り扱いについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水場での使用 

  本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用等の一般 

的用途を想定して設計・製造されているものであり、原子力施設における

核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムに

おける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおける

ミサイル発射制御などの、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安

全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う

用途 (以下 「ハイセイフティ用途」 という) に使用されるよう設計・製造さ

れたものではございません。 

お客様は当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施す

ことなく、本製品を使用しないでください。また、お客様がハイセイフティ用

と本製品を使用したことにより発生する、お客様又は第三者からの如何な

る請求又は損害賠償に対しても、富士通コンポーネント株式会社およびそ

の関連会社は一切責任を負いかねます。 

ハイセイフティ用途 

水ぬれ  
装置に水をかけたり、濡らしたりしないでください。感電・火災の原因となり

ます。 

感電、火災  
開口部から装置内部に金属類を差し込んだり、落とし込んだりしないでくだ

さい。火災・感電・故障の原因となります。 

 
風呂場、シャワー室などの水場で使用しないでください。感電・火災の原因

となります。 

 
 
 
 
 

悪環境での使用 装置の上や近くに、花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入っ

た容器または、小さな金属物を置かないでください。装置内に入った場

合、火災・感電・故障の原因となります。 

 
 
 
 
 

電源プラグ抜去 万一、装置から発熱や煙、異臭や異音がするなどの異常が発生した場合

は、ただちに装置の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセン

トから抜いてください。感電・火災の原因となります。 

 
 
 
 

電源プラグ抜去 万一、装置内部に水などの異物が入った場合は、まず装置本体の電源ス

イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売窓口までご連絡くだ

さい。そのまま使用すると火災・感電・故障の原因となります。 
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使用中の取り扱いについて 

 
 
 
 
 
 

電源プラグ抜去 万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、装置本体の

電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売窓口までご連

絡ください。そのまま使用すると火災・感電・故障の原因となります。 

 
 
 
 
 

電源プラグ抜去 近くで雷が発生した時は、電源プラグをコンセントから抜いてください。そ

のまま使用すると、落雷等による直接・間接的な影響により装置が破壊さ

れ、感電・火災の原因となることがあります。 

 
 
 
 
 

回転物  
ファンを有する製品については、ファンのガードを取り外さないでください。

けが・感電の原因となることがあります。 

 
 
 
 
 

充電端子の短絡  
ワイヤレスマウスを有する製品については、充電端子を金属でショートさ

せないでください。火災・故障の原因となります。 

 
 
 
 
 

充電端子の水ぬれ  
ワイヤレスマウスを有する製品については、充電端子に水滴がついたま

ま充電しないでください。火災・故障の原因となります。 

 
 
 
 
 

けが  
コンソールドロワーを引き出した状態で、装置の下で作業を行わないでくだ

さい。頭などをぶつけて、けがをする原因となります。 

 
 
 
 
 

けが コンソールドロワーを使用しない場合やコンソールドロワー以外のサーバ

や周辺機器などを操作する場合には、装置をラック内に格納してください。

コンソールドロワーを引き出した状態では、装置の角などにぶつけて、け

がをする原因となります。 

 
 
 
 
 

感電  
装置のカバーを開けないでください。特に、通電中にカバーを開けますと、

内部には高電圧部があり、感電の原因となります。 
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使用中の取り扱いについて 

 
 
 
 
 
 

火災  
使用中の装置本体や AC アダプタなどは、布などでおおったり、包んだりし

ないでください。熱がこもり、火災の原因になることがあります。 

 
 
 
 
 

火災  
装置の開口部（通風孔など）をふさがないでください。通風孔をふさぐと内

部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

 
 
 
 
 

衝撃、振動  
装置に過度の衝撃や振動を与えないでください。感電・火災または、故障

の原因になることがあります。 

 
 
 
 
 

巻き込み  
ファンを有する製品については、ファンの可動部に近づかないでください。

衣類の裾や髪の毛を巻き込まれる原因となります。 

 
 
 
 
 

レーザ レーザ光線の発行部を有する製品については、レーザ発光部をのぞきこ

まないでください。レーザ光線が目に照射されると視力障害の原因になる

ことがあります。 

 
 
 
 
 

けが コンソールドロワーを格納する際にはラッチレバーが掛かるまで完全に押

し込んでください。ラッチレバーが掛かっていないとラックを動かした際に

装置が飛び出し、けがをする原因となります。 

 
 
 
 
 

手指挟み込み コンソールドロワーを格納する際に、スライドレール固定バネを押してロッ

クを解除した後、固定バネ部を押したまま装置本体を押し込まないでくださ

い。ガイドレールやスライドレール、装置本体に指や手を挟み込まれます。

 
 
 
 
 

手指挟み込み コンソールドロワーの引き出し、格納やモニタ部の開閉などをする際には、

ハンドル部以外をつかまないでください。手指を挟み込まれる原因となりま

す。 
 

 
 
 

けが コンソールドロワーを引き出した状態で、脚立代わりに使用したり、よりか

かったり、強い力を加えないでください。ラックが転倒し、けがをする原因と

なります。 
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設置・据付について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

感電 

感電、火災 装置を移動させる場合は、電源プラグをコンセントから抜き、外部の接続

線をはずしたことを確認の上、行ってください。コードが傷つき、火災・感電

の原因となることがあります。 

アクセサリの取り付けおよび取り外しを行う場合は、必ず装置本体の電源

を切り、電源コ－ドをコンセントから抜いた状態で行ってください。感電の

原因となります。 

 
 
 
 
 

悪環境への設置 水、湿気、湯気、ほこり、油煙等の多い場所（調理台や加湿器のそばなど）

に設置しないでください。感電・火災・故障などの原因になることがありま

す。 

 
 
 
 
 

故障  
電源ケーブルおよび各種ケーブル類に足がひっかかる場所には設置しな

いでください。故障の原因となります。 

 
 
 
 
 

不安定な場所  
ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。

落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。 

 
 
 
 
 

振動、衝撃  
振動・衝撃の多い場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりして、け

がの原因となることがあります。 

 
 
 
 
 

専用箱での運搬 装置を運搬する際は、衝撃や振動を避けるため、購入時の箱か同等の箱

を使用してください。ただし、変形及び破損等がある箱は、使用しないでく

ださい。装置が故障する原因となることがあります。 

 結露 装置を寒冷な環境から設置場所に移動すると、結露を生じることがありま

す。装置が完全に乾燥し、設置場所とほぼ同じ温度になってから使用して

ください。すぐに使用すると、装置が故障する原因となることがあります。 
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設置・据付について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

けが コンソールドロワーをラックへ取り付ける場合やラックを移動する場合に

は、ラッチレバーをかけ、耐震ゴムを取り付けてください。装置が飛び出し

て、けがをする原因となります。 

重量物 コンソールドロワーを取り付ける際に、装置がガイドレールに入らない場合

や重い場合は、2 人以上で作業してください。腰や手を傷める原因となりま

す。 

 
 
 
 
 

手指挟み込み  
コンソールドロワーをラックに取り付ける際に、装置とガイドレールの間に

指を挟まないよう十分注意してください。 
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ACアダプタ・電源・電源コードについて 

 
 
 
 
 
 

ぬれ手  
濡れた手で電源コ－ドを抜き差ししないでください。感電の原因となりま

す。 

 
 
 
 
 

火災 電源プラグとコンセントの接続部には、ホコリやゴミをためないでください。

その状態で長い間使用して湿気をおびると、接続部が熱をもって発火にい

たる「トラッキング」をおこし、火災の原因となります。 

 
 
 
 
 

火災  
電源コ－ドを巻いたり、束ねたりしないでください。その状態で使用すると

電源コ－ドが熱をもって発火し、火災の原因となります。 

 
 
 
 
 

感電・火災 電源コ－ドを傷つけたり、加工したりしなしないでください。また、重いもの

を載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじったり、加熱したりして、

電源コ－ドを傷めないでください。感電・火災の原因となります。 

 
 
 
 
 

感電・火災 電源コ－ドのコードやプラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるい

状態では使用しないでください。そのまま使用すると、感電・火災の原因と

なります。 

 
 
 
 
 

アース接続  
電源を接続する前に必ずアース接続をしてください。アース接続しないで

使用すると、万一漏電した場合に、感電・火災の原因となります。 

 
 
 
 
 

アース接続 湿気の多い場所で使用する場合はアース接続をしてください。 
アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電・火災の原因

となります。 

 
 
 
 
 

感電・火災  
指定された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。また、タコ足配

線をしないでください。感電・火災の原因となります。 

 
 

感電・火災  
添付の電源コ－ド以外は使用しないでください。感電・火災の原因となりま

す。 
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ACアダプタ・電源・電源コードについて 

 
 
 
 
 
 

感電・火災 電源コードのプラグをコンセントから抜くときは、電源コードを引っ張らず

に、必ず電源コードのプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張

ると、コードの芯線が露出したり断線したりして、感電・火災の原因となるこ

とがあります。 

 
 
 
 
 

火災 電源コードのコンセント差し込みプラグは、コンセントの奥まで確実に差し

込んでください。プラグとコンセントの接触不良により、火災・故障の原因と

なることがあります。 

 
 
 
 
 

感電・火災  
電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて、火

災・感電の原因となることがあります。 
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保守について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

分解・改造 装置を分解・改造しないでください。火災・感電の原因となります。また、本

製品の中古品をオーバーホールなどによって再生して使用しないでくださ

い。使用者や周囲の方の身体や財産に予期しない損害が生じるおそれが

あります。 

お客様自身の修理 装置の修理はお客者自身で行わないでください。火災・感電の原因となり

ます。弊社にご連絡の上、弊社の担当保守員によるメンテナンスを受けて

ください。 

 
 
 
 
 

装置内の取り扱い  
静電気に対し誤動作や故障を起こす場合があります。保守担当者以外は

内部に触れないで下さい。 

 
 
 
 
 

廃棄 本装置は金属、プラスチック部品を使用しています。また、コンソールドロ

ワーは、液晶蛍光管の中に水銀を使用しています。廃棄するときは、各自

治体の指示に従ってください。 

 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SERVISTM シリーズ 
 

安全に関するご注意 
 

発行日 2008 年 6 月 第 1 版発行 
 

発行責任者 富士通コンポーネント株式会社 
 
 

Printed in Japan 
 
 
 
 

 All Rights Reserved, Copyright © 富士通コンポーネント株式会社 2008 
 本書の内容は、改善のため予告なく変更することがあります。 
 本書に記載されている会社名、商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標で

す。 
 本書に記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権およびその他の権利の

侵害については、当社はその責を負いません。 
 本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられ

ています。 
 本書は、本装置とともに大切に保管してください。本装置を第三者に譲渡する場合は、

本書も譲渡してください。 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本書は再生紙を使用しています。 

NC90002-0002RS 01 080606 


